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第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
所得格差 .478 .497 .197 -.315
昼間人口比 (05) -.195 .252 .827 .203
人口集中地区人口比 (05) .910 -.177 -.072 .111
人口密度 (05) .803 -.472 -.186 .185
15歳未満 .871 .333 -.207 -.058
15～29 .336 .597 .241 -.377
30～44 .984 .095 -.034 -.008
45～64 -.932 -.149 .060 -.044
65以上 -.920 -.325 .053 .149
第1次産業比率 -.862 -.098 .180 -.064
第2次産業比率 -.107 .530 -.639 .480
第3次産業比率 .675 -.390 .429 -.390
事業所当たり工業製品出荷額 .039 .815 -.024 .236
商店当たり年間販売額 .208 .114 .737 .482
面積当たり小売店 .652 -.622 -.092 .161
就業者当たり農業産出額 -.612 .138 -.367 -.437
寄与率 45.9 16.8 13.6 7.8
累積寄与率 45.9 62.7 76.3 84.1
         注 )表中の太字の数値は、絶対値0.4以上のものである。
表２ 因子得点
第1因子得点 第2因子得点 第3因子得点 第4因子得点
東郷町    0.898 0.151 -0.393 -0.164 
長久手町  1.708 0.014 1.335 -2.335 
豊山町    0.969 -0.302 1.424 1.520 
大口町    0.549 1.003 0.364 1.358 
扶桑町    0.586 -1.168 -0.628 0.641 
大治町    1.271 -1.065 -0.811 0.978 
蟹江町    0.793 -1.449 0.039 -0.090 
飛島村    -1.211 0.526 2.753 0.554 
阿久比町  -0.523 -0.028 -0.230 -0.656 
東浦町    0.147 0.671 -0.707 -0.504 
南知多町  -1.831 -1.599 0.219 -0.242 
美浜町    -0.722 -0.038 0.136 -1.530 
武豊町    0.045 0.512 -1.076 -0.511 
一色町    -0.835 -0.001 -0.534 -0.058 
吉良町    -0.870 0.370 -0.592 -0.365 
幡豆町    -1.151 -0.160 -0.748 1.030 
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その結果特化係数もそれぞれ高い (  )。
表３ 蟹江町における愛知県および全国に対する特化係数
2000年 農林漁業就業者比 生産・運輸就業者比 販売・サービス就業者比 事務・技術・管理就業者比
蟹江町 0.019 0.419 0.281 0.280 
愛知県 0.029 0.384 0.249 0.338 
全国 0.051 0.322 0.258 0.359 
特化係数 (対愛知） 0.668 1.092 1.131 0.828 
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2005年 農林漁業就業者比 生産・運輸就業者比 販売・サービス就業者比 事務・技術・管理就業者比
蟹江町 0.019 0.426 0.285 0.270 
愛知県 0.027 0.383 0.250 0.340 
全国 0.049 0.323 0.267 0.361 
特化係数 (対愛知） 0.697 1.113 1.142 0.793 






業者については JR関西線の蟹江駅周辺か名古屋高速道路の IC(蟹江 )の近くに比較的多くの
居住者がいることなどが分かる。
図16 運輸・通信業従事者の分布
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2005年 農業 林業 漁業 鉱業 建設業 製造業
特化係数 (愛知） 0.736 0 0.102 0.365 1.387 0.897
特化係数 (全国） 0.424 0 0.041 0.164 1.247 1.355
2005年 電気・ガス・熱・水道 情報通信 運輸業 卸小売業 金融保険業 不動産業
特化係数 (愛知） 1.364 0.164 1.224 1.069 0.905 0.938
特化係数 (全国） 1.401 0.117 1.301 1.047 0.762 0.763
2005年 飲食店宿泊業 医療福祉 教育学修支援 複合サービス 他のサービス 公務
特化係数 (愛知） 1.632 0.971 0.931 1.125 0.757 1.098
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町村   引力 (2000) 町村   引力 (2005) 町村   引力の変化率 (2000-2005)
大治町 908233148 大治町 977037882 長久手町 9.72
長久手町 567417497 長久手町 622585368 東郷町 9.19
蟹江町 531828550 蟹江町 550703557 幸田町 8.84
豊山町 458082176 豊山町 489172317 東浦町 8.63
東郷町 301535768 東郷町 329246428 大治町 7.58
東浦町 181843749 東浦町 197544324 大口町 6.97
扶桑町 168417050 扶桑町 176681051 豊山町 6.79
大口町 151523650 大口町 162081340 扶桑町 4.91
阿久比町 68277615 阿久比町 71300859 武豊町 4.68
武豊町 64472503 武豊町 67488240 阿久比町 4.43
飛島村 41001831 幸田町 43853835 吉良町 3.94
幸田町 40290682 飛島村 40417727 蟹江町 3.55
一色町 29231298 一色町 29511450 美浜町 3.06
美浜町 28268134 美浜町 29131840 一色町 0.96
吉良町 23814390 吉良町 24752441 幡豆町 0.64
南知多町 18692525 南知多町 17983439 飛島村 -1.42
幡豆町 12474199 幡豆町 12554136 南知多町 -3.79
平均 211494398 平均 226002720 平均 6.86
図21 名古屋大都市圏の名古屋市対各町村の引力
(2)アイサードの地域引力モデル5





5  これについては、Isard (1956)を参照せよ。
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ただし、  および  はそれぞれ係数を示す。
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町 (2012年に市 )と肩を並べている。また、同町は面積当たり小売店数 (小売店密度 )は最も高い。
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人口 (2011) 小売業販売額 (2007) 人口当たり小売業販売額
愛知県 7417204 8291533 1.12 




で表される。ただし、  は週当たり消費支出額、  は商品価格、  は週当たり商品購入量、  は
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